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J a n u a r y

特 集

専攻科情報デザイン科の紹介ポスターの制作
　専攻科 2 年生の科目「視覚表現」では、これまでの各科目での学びを総合的、横断的に学習することをねらいとして、
北海道高等聾学校専攻科情報デザイン科の紹介ポスターの制作に取り組みました。今回は完成した学生の作品を御
紹介いたします。
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特 集

　専攻科 2年生の科目「視覚表現」では、架空の商品パッ

ケージやポスターのデザイン、公募展に向けた出品作品等

の制作に取り組んできました。1年次は主に基礎的な内容

に取り組み、2年次は実技を中心に発展的な課題に取り組

んできました。今回は、これまでの制作経験を活かした集

大成の 1つとして北海道高等聾学校専攻科情報デザイン

科の紹介ポスターの制作を行いました。情報デザイン科に

興味をもっていただくための広告的な内容、文字情報やサ

イズ、貼る場所の想定等、一定の条件を提示しています。

制作内容については、異なる３つの題材をテーマにして制

作することとしました。1つ目は、主に配色を活かしたグ

ラフィックデザイン、2つ目は情報デザイン科に関連する

写真を活かしたデザイン、3つ目は情報デザイン科に関連

したイラスト素材を題材にしたデザインです。3名共に主

に Photoshop や Illustrator のアプリケーションで制作を

進めてきました。

　　

　制作する上で一定の条件を提示していますが、その枠組

みの中で情報をどう整理していくかポイントとなります。

レイアウトや配色、フォントといった様々な要素があり、

組み合わせも無限にあります。「ただなんとなくきれいだ

から」といった感覚だけで完成できるものではありません。

提示された条件の中で表現するためには、アプリケーショ

ンの様々な機能を使い分けたり、効率的に使いこなせたり

するテクニックはもちろんですが、基本的な制作方法の手

順やレイアウトのルールなどの知識やコツ、経験が必要に

なります。制作してきた作品には 2年間の経験を基にし

たアプローチが随所に見られるようになり、作品の質に反

映されるようになってきたと思います。

　完成したそれぞれのポスター作品は、情報デザイン科に

ついてのイメージや特色をそれぞれの感性で表せているの

ではないでしょうか。

専攻科情報デザイン科の紹介ポスターの制作
　専攻科 2 年生の科目「視覚表現」では、これまでの各科目での学びを総合的、横断的に学習することをねらいとして、
北海道高等聾学校専攻科情報デザイン科の紹介ポスターの制作に取り組みました。今回は完成した学生の作品を御
紹介いたします。
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　さて専攻科２年生についてですが、このほど 3名全員

の進路が内定いたしました。大学への進学が 2名、就職

が 1名です。それぞれが自分の進路を考え、定め、その

ために必要な試験や面接、論文等の準備を入念に行ってき

ました。その結果、希望する進路に進めることは、彼らの

これまでの学びの大きな成果だと思います。修了までの学

校生活も残り少なくなってきました。今後は 2月の修了

作品展が 1つの大きな目標になります。これまでの取り

組みの成果を発表する場となります。現在、修了作品展に

向けて、それぞれが目標を持ち、計画的に制作を進めてい

るところです。今後の学科だよりの紙面でも御紹介できれ

ばと思います。ぜひ楽しみにしていただければと思います。

北海道高等聾学校専攻科情報デザイン科
Hokkaido High School for the Deaf Department of Information Design

入学者募集中！

詳細はWebページをご覧ください。

http://www.koutourou.hokkaido-c.ed.jp
情報デザイン科Webページ：http://www.koutourou.hokkaido-c.ed.jp/index.php?page_id=228
047-0261 北海道小樽市銭函1丁目 5-1　FAX 0134-62-2663電話 0134-2624
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2-3専攻科情報デザイン科の紹介ポスターの制作
　専攻科 2 年生の科目「視覚表現」では、これまでの各科目での学びを総合的、横断的に学習することをねらいとして、北海道高等
聾学校専攻科情報デザイン科の紹介ポスターの制作に取り組みました。今回は完成した学生の作品を御紹介いたします。

特 集

令和５年度の
入学生を募集しています！
北海道高等聾学校専攻科情報デザイン科では、令和５年
度入学生を募集しています。現在１次募集について受け付
けています。（令和５年 1月５日～同月１９日）聴覚障害の
ある方で、高等学校や特別支援学校高等部を卒業等してい
れば、入学できます。それ以外の年齢制限や条件はありま
せん。道外の方でも入学できます。昼食は給食となってお
り（注1）、希望があれば、寄宿舎に入ることもできます（注2）。
※入学条件の詳細は、下記アドレス専攻科情報デザイン科Webページ内の「入学者募集」
をご覧ください。

専攻科情報デザイン科 Web ページ
http://www.koutourou.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=228

入学者募集について
http://www.koutourou.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=223

ファックス：0134-62-2663 　
電子メール：koutourou-z0@hokkaido-c.ed.jp
電　　　話：0134-62-2624

入学に関するお問い合わせ

注 1：1食 330 円（昼食）で、就学奨励費の対象となっています。　注 2：学年末・学年始休業日、夏季・冬季休業日は閉舍します。　注 3：現在、学校で材料費等は
徴収していません。授業毎に使用する材料等は、すべて学生自身で準備し、学校に持参していただきます。　注４：特別支援学校に在籍する生徒・学生への補助制度で、
帰省や通学にかかる交通費、給食費等が対象となり、所得状況に応じて額は変わります。　注５：普通校には通常ない領域で、障がいそのものの改善に焦点を当てます。
具体的には、弊校の場合、聞こえや社会生活、コミュニケーションに係わる内容となり、学校の教育活動全般をとおして行われます。　注 6：医療や教育分野では聴
力を基準に考えることが多いですが、聴覚障がい者の実際の社会での有り様においては、日本手話を母語とする「ろう者」と聴こえづらいけれども日本語を母語とす
る「難聴者・中途失聴者」で分かれます。

専攻科情報デザイン科の特徴
・ 高等学校に設置される「専攻科」と同様の枠組みです。（いわゆる「準
ずる教育」の教育課程です）

・授業料が全くかからず、材料費等も非常に低コスト（注3）で、対費用効
果の高い学びができます。また、通学等に関わる費用は「就学奨励費」
の対象（注4）となっており、支援制度等も充実しています。

・DTPやWeb に係わる「最新の」「スタンダード」な内容を重視します。
（例えば、Web であれば、HTML5 と CSS3 を使い、セマンテックな
コーディング、というように。もちろんテーブルレイアウトや center
タグは使いません！）

・デザイン等に専門的な学習だけではなく、特別支援学校における「自
立活動」（注5）で扱うべき内容、例えば日本語教育や聴者社会の社会生活
に係わる内容等を、総合的に、到達度がはっきり理解できるように学
びます。

・ 学生のこれまでの学びの環境や積み重ね（「普通校」出身者か「聾学校」
出身者か、失聴時期、日本語のリテラシー、学力等）に合わせた教育
方法を準備します。

・筑波技術大学と協調した授業等も行っています。
・修了後について、本人、保護者の希望をお聞きすると同時に、ロール
モデルとなる聴覚障がい教職員のアドバイスを受けたり、聴者社会と
ろう者社会、ろう者と難聴者との違い（注６）などについて客観的に学び
ながら、単に「好きなこと」から「（社会にとって、自分にとって）
やる価値のあること」「自分の技量でできること」「社会に貢献できる
こと」といった観点から主体的に進路選択できるようにしていきます。


